
データベースリストアとは
SnapManager for SAP
NetApp
December 20, 2023

This PDF was generated from https://docs.netapp.com/ja-jp/snapmanager-sap/windows/concept-backup-
recovery.html on December 20, 2023. Always check docs.netapp.com for the latest.



目次

データベースリストアとは . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ストレージ側のフルファイルシステムのリストア . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ホスト側のファイルのリストア . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

バックアップリカバリ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2

リストアプロセスに必要なデータベースの状態 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2

リストアプレビュープランとは . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  3



データベースリストアとは

SnapManager を使用すると、ファイルベースのバックアップとリストアの処理を実行で
きます。

次の表に、リストア方式を示します。

リストアプロセス 詳細

ファイルベースのリストア ストレージ側のファイルシステムのフルリストア（
プライマリまたはセカンダリから）： SnapManager

は完全な論理ユニット番号（ LUN ）のリストアを実
行します。

ストレージ側のフルファイルシステムのリストア

ストレージ側でファイルシステムのフルリストアは、ボリュームをリストアできない場合に実行されますが、
ファイルシステム全体をストレージシステム上でリストアできます。

ストレージ側でファイルシステムのリストアを実行すると、次のような処理が行われます。

• SAN 環境では、ファイルシステムで使用されているすべての LUN （および基盤となるボリュームグルー
プがある場合はそのボリュームグループ）がストレージシステム上でリストアされます。

ストレージ側でファイルシステムのリストアを実行すると、ストレージの場所に応じて次の処理が実行されま
す。

• SnapManager がプライマリストレージシステムからリストアする場合は、 SFSR を使用して LUN （
SAN ）を元の場所にリストアします。

• SnapManager でセカンダリストレージシステムをリストアすると、セカンダリストレージシステムから
ネットワーク経由でプライマリストレージシステムに LUN （ SAN ）がコピーされます。

ファイルシステムは完全にリストアされるため、バックアップに含まれていないファイルもリストアされま
す。リストア対象のファイルシステムに、リストア対象外のファイルが存在する場合は、上書きが必要です。

ホスト側のファイルのリストア

ストレージ側のファイルシステムのリストアとストレージ側のファイルのリストアを実行できない場合、
SAN 環境ではホスト側のファイルコピーのリストアを最後の手段として使用します。

ホスト側のファイルコピーのリストアでは、次のタスクを実行します。

• ストレージをクローニングする

• クローニングされたストレージをホストに接続します

• クローン・ファイルシステムからアクティブ・ファイルシステムにファイルをコピーします

• ホストからクローンストレージを切断しています
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• クローンストレージを削除しています

バックアップリカバリ

SnapManager では、リストア処理とリカバリ処理を同時に実行する必要があります。リ
ストア処理のあとに SnapManager のリカバリ処理を実行することはできません。

SnapManager 3.2 以前では、 SnapManager を使用してバックアップをリストアおよびリカバリするか、
SnapManager を使用してバックアップをリストアし、 Oracle Recovery Manager （ RMAN ）などの別のツ
ールを使用してデータをリカバリできます。SnapManager はバックアップを RMAN に登録できるため、
RMAN を使用して、ブロックなどのより細かい単位でデータベースをリストアおよびリカバリできます。こ
の統合では、 Snapshot コピーの速度とスペース効率という利点に加え、 RMAN を使用したリストアをきめ
細かく制御することができます。

データベースを使用する前に、データベースをリカバリする必要があります。データベースの
リカバリには、任意のツールまたはスクリプトを使用できます。

SnapManager 3.2 for SAPから、SnapManager では、アーカイブ・ログ・バックアップを使用した、データ
ベース・バックアップの自動リストアが可能になりました。アーカイブログのバックアップを外部の場所で利
用できる場合でも、 SnapManager は外部の場所からアーカイブログのバックアップを使用して、データベー
スのバックアップをリストアします。

新しいデータファイルがデータベースに追加された場合は、新しいバックアップをすぐに作成することを推奨
します。また、新しいデータファイルが追加される前に作成されたバックアップをリストアし、新しいデータ
ファイルが追加されたあとの状態にリカバリしようとすると、データファイルを作成できないため、 Oracle

の自動リカバリプロセスが失敗する場合があります。バックアップ後に追加されたデータ・ファイルをリカバ
リする手順については、 Oracle のマニュアルを参照してください。

リストアプロセスに必要なデータベースの状態

リストアされるデータベースの状態は、実行するリストアプロセスのタイプ、およびリ
ストアに含めるファイルのタイプによって異なります。

次の表に、選択したリストアオプションおよびリストアに含めるファイルのタイプに応じた、データベースの
状態を示します。

リストアのタイプ 含まれるファイル このインスタンスのデータベース
の状態

リストアのみ 制御ファイル シャットダウン

システムファイル マウントまたはシャットダウン システムファイルがありません

すべての状態 リストアとリカバリ 制御ファイル

シャットダウン システムファイル マウント

SnapManager によるリストア処理に必要なデータベースの状態は、実行するリストアのタイプ（完全ファイ
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ル、部分ファイル、制御ファイル）によって異なります。「force」オプションが指定されていない限り、Sna

pManager はデータベースを下位の状態（たとえば、OpenからMount）に移行しません。

SnapManager for SAPでは、SAPが実行されているかどうかは検証されません。SnapManager for SAPはタイ
ムアウトが経過するまで待機したあと、データベースをシャットダウンします。これにより、リストアに1時
間かかることがあります。

リストアプレビュープランとは

SnapManager では、リストア処理の実行前と実行後にリストア計画を提示します。リス
トア計画を使用して、さまざまなリストア方式についてプレビュー、確認、分析を行い
ます。

リストアプランの構造

リストア計画は、次の 2 つのセクションで構成されています。

• プレビュー / レビュー：このセクションでは、 SnapManager で各ファイルをリストア（またはリストア
）する方法について説明します。

• 分析：このセクションでは、リストア処理中に一部のリストアメカニズムが使用されなかった理由につい
て説明します。

[ プレビュー / レビュー（ Preview/Review ） ] セクション

このセクションでは、各ファイルがどのようにリストアされるかを説明します。リストア処理の前にリストア
計画を表示することをプレビューと呼びます。リストア処理の完了後に表示される設定を確認することを、レ
ビューと呼びます。

次のプレビュー例では、ストレージ側のファイルシステムのリストア方法とストレージ側のシステムのリスト
ア方法を使用して、ファイルがリストアされています。同じリストア方式を使用して、すべてのファイルがリ
ストアされない理由については、「分析」セクションを参照してください。

Preview:

The following files will be restored completely via: storage side full

file system restore

E:\rac6\sysaux.dbf

E:\rac6\system.dbf

各リストア方法について、そのリストア方法でリストアできるファイルの情報が 1 つのサブセクションにま
とめられています。サブセクションの順序は、ストレージ方式の効率性のレベルから順番にいきます。

1 つのファイルを複数のリストア方式でリストアできます。ファイルシステムに使用される基盤となる論理ユ
ニット番号（ LUN ）が異なるストレージシステムボリュームに分散していて、一部のボリュームがボリュー
ムリストアの対象となっているものの、リストアの対象とならないものがある場合は、複数のリストア方式が
使用されます。複数のリストア方法で同じファイルをリストアする場合は、プレビューセクションは次のよう
になります。
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The following files will be restored via a combination of:

[storage side file system restore and storage side system restore]

[ 解析（ Analysis ） ] セクション

Analysis セクションには、一部の復元メカニズムが使用されない、または使用されなかった理由が示されてい
ます。この情報から、より効率的なリストアメカニズムを実現するために必要な情報を判断できます。

次の例は、解析セクションを示しています。

Analysis:

The following reasons prevent certain files from being

restored completely via: storage side full file system restore

   * LUNs present in snapshot of volume fas960:

        \vol\disks may not be consistent when reverted:

        [fas960:\vol\disks\DG4D1.lun]

     Mapped LUNs in volume fas960:\vol\disks

        not part of the restore scope will be reverted: [DG4D1.lun]

Files to restore:

     E:\disks\sysaux.dbf

     E:\disks\system.dbf

     E:\disks\undotbs1.dbf

     E:\disks\undotbs2.dbf

* Reasons denoted with an asterisk (*) are overridable.

この例では、コマンドラインインターフェイス（ CLI ）から、またはグラフィカルユーザインターフェイス
（ GUI ）で * Override * を選択して、最初の障害をオーバーライドできます。ボリューム内のマッピングされ
ている LUN で 2 つ目の障害は必須であり、オーバーライドすることはできません。

次の方法でチェックを解決できます。

• 必須チェックの失敗を解決するには、チェックが合格するように環境を変更します。

• オーバーライド可能なチェックエラーを解決するには、環境を変更するか、チェックをオーバーライドし
ます。

ただし、チェックを無視すると望ましくない結果が生じる可能性があるため、注意が必要です。
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